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十
月
は
、
国
民
健
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険
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期
分
と
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納
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で
す
。

　
町
税
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ

う
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
延
滞
金

も
生
じ
て
き
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
町
税
は
口
座
振
替
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
め
に
行
く

手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も

な
く
、
大
変
便
利
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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期
で
す

第10回  京築神楽の里フェスティバル第10回  京築神楽の里フェスティバル
　私達が暮らす京築地方は、古くから神楽が盛んで、

県内で最も多くの神楽が伝承されている地域です。

京築７市町で構成する神楽の里づくり推進協議会は、

この貴重な文化遺産を後世に伝えるとともに、神楽

のおもしろさを再発見してもらうため、今年も「神

楽の里」フェスティバルを開催します。�

　神楽に関心のある方はもちろん、ご覧になったこ

とがない方も、ぜひ会場にお越しください。

◆日　時　10月15日（日）　11時～（開場：10時15分）

◆会　場　サン・グレートみやこ　　　※入場無料

　　　　行橋駅～会場までの無料バスを運行します。

　　　　（10時から18時までを予定）

◆出　演

　【京築神楽】　檪原神楽（築上町）　　唐原神楽（上毛町）　　三毛門神楽（豊前市）

　　　　　　　稲童神楽（行橋市）　　南原神楽（苅田町）　　扇谷神楽（みやこ町）

　　　　　　　土屋神楽（吉富町）　　光冨神楽（みやこ町）　かつやま太鼓（みやこ町）

　　　　　　　　　　　　　　

◆問い合わせ　吉富町役場企画財政課　　２４－４０７１

県税事務所県税事務所県税事務所
休日開庁のお知らせ
県税の納付のほか納税相談等もできます。
どうぞご利用ください。

★日　時　平成18年10月15日（日）
　　　　　9時～17時

★問い合わせ先
　　　　　行橋県税事務所
　　　　　　TEL 0930－23－2216
　　　　　　TEL 0930－23－2258

　　　　　北九州東県税事務所
　　　　　　TEL 093－592－3506
　　　　　　TEL 093－592－3501



3

●10月は３R推進月間です。●10月は３R推進月間です。
「３つのＲ」は、ごみを減らし、ごみを資源に変えていく循環型社会のキーワードです。

●ごみ出しのルールと
　マナーを守りましょう。
●ごみ出しのルールと
　マナーを守りましょう。
ごみを出す時は、“私たちのくらしとごみのカレンダー”
で収集日や品目等をよく確認してから出しましょう。

　最近、ごみ出しのルールやマナーを守らない一部の人が増
えつつあり、後片づけ等で、多くの自治会の人達が大変迷惑
しています。

“自分だけが良ければ”、“どうでもいい”といった考え方は絶対
に止め、ルールとマナーを必ず守りましょう。

●お買い物の際には、買い物袋を持参し、ごみの減量化に努めましょう。

●包装はできるだけ少ないものを選びましょう。（不要な包装、過剰包装は辞退しましょう。）

●洗剤やシャンプーなど詰め替え用商品をできるだけ選びましょう。

●エコマーク、Ｒマークなど環境に配慮した商品を選びましょう。

　大量消費、大量廃棄の生活習慣から脱却

し、３Rを推し進め、環境への負荷が少ない

「循環型社会」を目指しましょう。

１）Reduce　物を大切に使おう。ごみを減らそう。

２）Reuse　  繰り返し使おう。

３）Recycle　再び資源として利用しよう。

１）Reduce　物を大切に使おう。ごみを減らそう。

２）Reuse　  繰り返し使おう。

３）Recycle　再び資源として利用しよう。

「お買い物はマイ・バッグで！」マイバッグでごみを減らしましょう。

テレビ、エアコン、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯
機、各種パソコンは、必ずリサイクルに！
（収集しません。）�

　

　ごみ出しは、一人ひとりが責任を持って、「決められた収集日」に「朝
８時30分まで」に「指定されているごみのみ」を「決められた方法」で「自
分の住んでいる各地区で決められた場所のみ」に出しましょう。

１．粗大ごみは、収集品目と収集日を必ず良く確認し、指定された日に
収集するごみのみを出しましょう。
２．可燃ごみ、ビン・ガラス・陶器類、ペットボトル、カン類をごみに出す
ときは、必ず指定袋に入れて出しましょう。�
３．ペットボトルは、ペットボトルのリサイクルマークのあるもののみ
が対象です。かならず、マークがあることを確認しましょう。� 
４．ペットボトルのふたは、必ず外し、可燃ごみで出しましょう。�                         
５．ビン、カン、ペットボトルの中身は、必ず使い切り、中を水等でよく
すすいでから出しましょう。� 
６．スプレーカンは、必ず使い切り、釘等で穴をあけて、カンの収集日に出しましょう。�
７．びんのふたは、必ず外し、プラスチック製のふたは可燃ごみに、金属製のふたは、粗大ごみの不燃の日
に透明の袋に入れて出しましょう。�                          
８．可燃ごみの袋に入る大きさの可燃性のごみ（ポリ容器、プラスチック容器、ぬいぐるみ等は、指定袋に
入れ、可燃ごみの日に出しましょう。� 

※事業者の方へ
   事業者の事業活動等により生じたごみは、事業者自らの責任で処理しなければならないことにな
っています（廃棄物処理法第３条）。各地区のごみステーションにこれらのごみは出せません。
　必ず事業者自らが清掃センターに搬入するか一般廃棄物収集運搬業者に処理を委託してください。�

ペットボトルの
リサイクルマーク ふたははずす。
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秋の行政相談週間秋の行政相談週間秋の行政相談週間
10月16日（月）～22日（日）

　平成18年10月16日から22日までの一週間は、全国一斉の「秋の行政相談週間」です。

　毎日の生活の中で、行政に対する苦情や意見要望等はありませんか。要望や意見を公平中立な

第三者的立場で聴き、その１つ１つについて問題の解決や促進を図るとともに、行政の改善に反

映させていく、それが行政相談です。

　吉富町では、毎月１回行政相談所を開設しています。相談は無料で、秘密は固く守られます。お

気軽にご相談ください。

　なお、10月は行政相談週間にちなみ、特設行政相談所を開設しますので、ご利用ください。

《行政相談所》
　◆日　時　毎月第３金曜日　午前10時～正午
　◆場　所　吉富町老人福祉センター

《特設行政相談所》
　◆日　時　平成18年10月18日（水）
　　　　　　午前10時～午後３時
　◆場　所　吉富町老人福祉センター

　行政相談委員　矢頭　和敏（広津上）

１．日　時（講義１日、実技３日の４日間コースです。）
　　●講　義
　　　　平成18年11月15日（水）13：30～16：00
　　●実技１日目
　　　　平成18年11月20日（月）14：00～15：30
　　●実技２日目
　　　　平成18年11月28日（火）14：00～15：30�      
　　●実技３日目
　　　　平成18年12月  5日（火）14：00～15：30�      

２．場　所
　　福岡県京築保健福祉環境事務所　会議室
　　　　　　　　　　 （行橋市中央１丁目２番１号）�      

３．対象者と募集人数
　　●講　義　　定員20名（犬の飼育の有無にかかわ
　　　　　　　　らずどなたでも）�      
　　●実技１～３日目
　　　犬同伴での参加５名、見学15名
　　　　　　　　　（講義を受講した方に限ります。）�

４．主な内容
　　●講　義
　　　　講義編　　飼い主のためのレッスン�      
　　●実技１～３日目
　　　　実技編　　飼い主と犬のためのレッスン

５．注意事項
　　●講義及び見学の場合は犬の同伴はできません。�
　　●参加する犬は、狂犬病予防注射接種及び混合ワ
　　　クチンを接種している健康な犬に限ります。
　　　（事前に、「飼い主のプロフィール表」の提出を
　　　お願いします。）�        

６．申込期間
　　平成18年10月19日（木）～11月２日（木）�      
　　定員になりしだい締め切ります。�      

７．申込先又は、お問い合せ先
　　福岡県京築保健福祉環境事務所　衛生課�      
　　　０９３０－２３－２２４５�      

『犬のしつけ方教室』の参加者を募集します
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住宅を新築、建替え又は購入された方に
奨励金が交付されます
住宅を新築、建替え又は購入された方に
奨励金が交付されます
住宅を新築、建替え又は購入された方に
奨励金が交付されます
　吉富町では、町内への定住を促進するため、町内に住宅

を新築、建替え又は購入された方に対し、家屋に課税され

る固定資産税相当額を奨励金として３年間交付する制度

を設けています。詳しいことは次のとおりです。

項　目

対象地域

内　　　　容

町内全域

居住用として用いられている部分（店舗兼用住宅の場合は、店舗部分を除く。）

対象家屋

対象面積

固定資産税が初めて課される年度から３年間交付期間

対象住宅に入居した後、奨励金交付対象者指定申請書に次の書類を添えて、

申請する。

①建築基準法第７条第５項の規定による検査済証の写し又は売買契約書の写し

②登記事項証明書

③納税証明書

手 続 き

対象家屋に課税される固定資産税額（新築軽減措置がなされている場合は、

減額後の額）

　※　土地に課税される固定資産税は対象となりません。
奨 励 金

①本町に住所を有する方

　（対象家屋を新築又は購入し、町内に転入した方を含む。）

②町税（料）を滞納していない方（転入者は、転入前の市町村税(料)）

③将来にわたり吉富町に定住しようとする方

④対象家屋が共有名義の場合は、固定資産税の納税代表者

対 象 者

①自分が生活するために新築、建替え又は購入した住宅で、一つの世帯が独立

　して家庭生活ができる構造を有するもの

②平成18年４月１日から平成23年3月31日までの間に、新築、建替え又は購　

入した住宅（保存登記が終わった日）

お問い合わせ　吉富町役場企画財政課（　０９７９－２４－４０７１）
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総合健診のお知らせ総合健診のお知らせ総合健診のお知らせ
　今年も総合健診を下記の日程で実施します。

　毎日の活力のある生活のためには、何と言っても病気にならないための身体づくり「予防」がポイント。がん、

脳卒中、心臓病、糖尿病などの生活習慣病を防ぐには、日頃の健康管理が大切です。年に一度は健診を受け、自

分の健康状態をチェックしましょう。�     

　託児を希望される方は、事前にご相談ください。

項　目 内　　　容 料　金

基本健診

肺がん検診

大腸がん検診

胸部レントゲン、尿検査、身体測定、

血液検査、診察

※医師の指示で、眼底検査、心電図

※初めて受診される方で、希望者に

　はB型・C型肝炎検査を行います。

胸部レントゲン

喀たん検査（ハイリスクの方）

胃がん検診 バリウムを飲んでレントゲンをとる。

500円

400円

100円

300円

便潜血反応検査容器回収 200円

前立腺がん検診

（50歳以上の男性）
腫瘍マーカーＰＳＡ血液検査 200円

★申し込み・受診票について

　７月に実施した対象者調べの際に希望日を記入し、

提出された方は改めての申し込みは不要です。今から

健診の申し込みをされる方は、あいあいセンターに10

月17日（火）まで電話で申し込んでください。電話で申

し込まれた方は、検尿・検便の容器をあいあいセンタ

ーの窓口までとりにきてください（10月16日以降）�   

　申し込み済みの方には、10月12日（木）以降に、あな

たの地区の保健推進員が受診票と検尿・検便の容器を

お届けします。

★注意事項
　●基本健診を受診される方は、朝一番の尿を持参し
　　てください。�   
　●健診を受診される方は、朝食をとらず、胃がん検診
　　を受ける方は、水・お茶も飲まないでください。�   
　●大腸がん検診は、事前に配布した容器を当日回収
　　します。�   
　●今年度より、がん検診の精密検査の払い戻しは実
　　施しません。�   
     
★健診料金について
　●健診料金は当日受付でお支払いください。つり銭
　　のいらないようにご協力ください。�   
　●料金の免除について�   
　　下記の①～③に該当する方は無料となります。
　　①70歳以上の方（平成19年４月１日で70歳になる
　　　方を含む）
　　②市町村民税非課税世帯の方
　　③生活保護世帯の方

　※健診結果は、11月中旬に自宅に郵送します。11月　
　29日から各地区で「総合健診結果説明会」を実施　　
します。
　※健診当日は、車の混雑が予想されますので、武道館
　　裏の駐車場をご利用ください。

★問い合わせ先
　　吉富あいあいセンタ－　　　２３－９９００

月　　日

10月23日（月） 8：00～11：00 9：00～11：00 あいあいセンタ－ 幸子上・幸子古・幸子団地

10月24日（火） 8：00～11：00 9：00～11：00 あいあいセンタ－ 今吉上・今吉下・楡生

10月25日（水） 8：00～11：00 9：00～11：00 あいあいセンタ－ 小犬丸上・小犬丸下

10月26日（木） 8：00～11：00 9：00～11：00 あいあいセンタ－ 直江・鈴熊

10月27日（金） 8：00～11：00 9：00～11：00 漁村センタ－ 喜連島上・喜連島下・高浜

10月28日（土） 8：00～11：00 9：00～11：00 あいあいセンタ－ 広津上・予備日①

10月29日（日） 8：00～11：00 9：00～11：00 あいあいセンタ－ 町全体

10月30日（月） 8：00～11：00 9：00～11：00 あいあいセンタ－ 和井田・界木

10月31日（火） 8：00～11：00 9：00～11：00 あいあいセンタ－ 土屋・予備日②

11月  1日（水） 8：00～11：00 9：00～11：00 あいあいセンタ－ 別府・広津下・昭和

場　　所 対象地区
受付時間

胃がん検診 基本健診他

★健診の内容

《総合健診日程表》
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入
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
親
族
な
ど
の

方
が
記
入
さ
れ
る
と
き
は
、
受
給
権

者
の
欄
や
加
給
年
金
額
対
象
者
の
欄

を
漏
れ
な
く
記
入
の
う
え
、
「
代
理

人
署
名
欄
」
に
代
筆
者
の
氏
名
、
住

所
な
ど
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
況
届
の
提
出
が
遅
れ
た
り
、
提

出
さ
れ
な
か
っ
た
り
し
た
と
き
に
は
、

年
金
の
支
払
い
が
一
時
止
ま
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

年
金
の
支
払
い
が
一
時
止
ま
っ
た
場

合
は
、
現
況
届
が
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
に
届
い
て
か
ら
随
時
、
止
ま

っ
た
期
間
分
を
遡
っ
て
お
支
払
い
い

た
し
ま
す
が
、
支
払
い
ま
で
一
～
二

カ
月
程
度
か
か
り
ま
す
。

　
現
況
届
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

や
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
＊
二
十
歳
前
の
障
害
に
よ
る
障
害

基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

誕
生
月
で
は
な
く
、
毎
年
、
指
定
さ

れ
た
期
限
ま
で
に
住
所
地
の
市
区
町

村
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
＊
受
け
て
い
る
年
金
の
種
類
な
ど

に
よ
っ
て
、
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師

の
診
断
書
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム

等
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
十
月
か
ら
受
給
者
の
皆
様
の

現
況
（
生
存
）
確
認
は
住
民
基
本
台

帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

十
二
月
生
ま
れ
の
方
か
ら
現
況
届
の

提
出
は
原
則
と
し
て
不
要
に
な
り
ま

す
。
　
た
だ
し
、
次
の
方
は
こ
れ
以
後
も

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
①
社
会
保
険
庁
で
保
有
し
て
い
る

本
人
基
本
情
報
（
氏
名
、
性
別
、
生

年
月
日
、
住
所
）
と
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
情
報
が

相
違
し
、
住
民
票
コ
ー
ド
を
確
認
で

き
な
い
方

　
②
外
国
籍
（
外
国
人
登
録
）
の
方

　
③
外
国
に
居
住
し
て
い
る
方

　
ま
た
、
次
の
場
合
は
、
現
況
届
以

外
の
届
が
引
き
続
き
必
要
で
す
。

　
①
加
給
年
金
額
を
受
け
ら
れ
て
い

る
場
合
は
「
生
計
維
持
確
認
届
」

　
②
障
害
の
程
度
の
確
認
の
た
め
に

「
診
断
書
」
の
提
出
が
必
要
な
と
き

　
＊
提
出
が
必
要
な
届
出
は
、
社
会

保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
受
給
者
の

皆
様
へ
送
付
さ
れ
ま
す
。

12
月
生
ま
れ
の
方
か
ら

原
則
不
要
と
な
り
ま
す

国民年金のお知らせ国民年金のお知らせ国民年金のお知らせ
誕生月が来たときは現況届の提出を

　検察審査会は、犯罪の被害者や犯罪を告訴・告発した

人から検察官の不起訴処分を不服として申立てがあった

ときに審査を始めます。

　審査を担当するのは、選挙権を有する国民の中から「く

じ」で選ばれた11人の検察審査員です。検察審査員は、

国民を代表して、審査の申立てがあった検察官の不起訴

処分の当否を審査します。

　検察審査員に選ばれたときには国民の代表としてご協

力をお願いします。

《問い合わせ先》

　　北九州市小倉北区金田一丁目４番１号

　　　福岡地方裁判所小倉支部内

　　小倉検察審査会事務局　　０９３－５６１－３４３１

知っておきたい検察審査会
－検察審査員に選ばれたらご協力を！－



　
今
年
度
も
下
半
期
を
迎
え
ま
し
て

ま
た
下
水
道
の
管
渠
工
事
を
お
こ
な

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
工
事
箇
所
は
地
図
中
に
黒
の

太
線
で
表
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
一
箇
所
目
】

　
こ
の
工
事
は
、
昭
和
及
び
広
津
下

地
区
の
主
に
県
道
吉
富
港
線
の
一
部

に
汚
水
の
幹
線
管
渠
を
埋
設
す
る
も

の
で
す
。

　
比
較
的
、
埋
設
位
置
が
深
く
な
る

た
め
推
進
工
法
で
の
施
工
が
中
心
と

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
併
せ
て
路
線

に
接
し
た
家
屋
の
汚
水
を
取
り
込
む

た
め
に
開
削
工
法
で
も
施
工
を
お
こ

な
い
ま
す
。

　
交
通
規
制
に
つ
い
て
は
、
県
道
部

は
作
業
中
（
午
前
八
時
半
～
午
後
五

時
）
は
片
側
通
行
止
め
と
な
り
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
の
時
間
帯
は
、
通
行

可
能
で
す
。
ま
た
町
道
部
は
道
路
幅

が
狭
い
の
で
作
業
中
の
み
四
輪
車
両

通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

【
二
箇
所
目
】

　
小
犬
丸
地
区
の
一
部
の
区
域
に
、

汚
水
の
面
整
備
管
渠
を
埋
設
し
て
、

接
し
た
家
屋
の
汚
水
を
取
り
込
め
る

よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

　
比
較
的
、
深
い
位
置
で
の
埋
設
と

な
り
ま
す
が
、
特
殊
な
工
法
（
沈
埋

　工
法
）
を
部
分
的
に
採
用
す
る
こ
と

に
よ
り
開
削
工
法
で
施
工
し
ま
す
。

　
交
通
規
制
に
つ
い
て
は
、
通
常
の

開
削
箇
所
で
は
作
業
中
（
午
前
八
時

半
～
午
後
五
時
）
は
四
輪
車
両
通
行

止
め
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の

時
間
帯
は
、
通
行
可
能
で
す
。

　
し
か
し
沈
埋
工
法
の
実
作
業
箇
所

で
は
終
日
、
四
輪
車
両
通
行
止
め
と

な
り
、
そ
の
期
間
も
数
週
間
に
及
ぶ

も
の
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
下
水
道
の
工
事
に
際
し
ま
し
て
は

現
場
付
近
を
通
行
さ
れ
る
方
々
や
特

に
工
事
区
間
内
に
家
屋
や
事
業
所
等

を
構
え
て
お
ら
れ
る
方
々
に
は
、
多

大
な
ご
不
便
や
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
下
水
道
は
快
適
な
生
活
を

享
受
し
、
さ
ら
に
は
自
然
環
境
を
守

る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施

設
で
す
の
で
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

8

ま
た
下
水
道
の
管
渠
工
事
が

始
ま
り
ま
す
！

さ
わ
や
か
な
く
ら
し
を
あ
な
た
に

下
水
道
だ
よ
り

下
水
道
だ
よ
り
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別
府
城
田
線
道
路
新
設
工
事

　
　
　
八
百
三
十
二
万
六
千
五
百
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱
寺
岡
組

小
石
原
橋
ノ
本
線
道
路
拡
幅
工
事

　
一
千
五
百
六
十
九
万
七
千
五
百
円

　
　
　
　
　
㈱
瀬
口
組
　
中
津
支
店

今
吉
大
坪
線
道
路
側
溝
新
設
工
事

　
　
百
二
十
二
万
七
千
四
百
五
十
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
誠
光
建
設
㈱

黒
川
皇
后
石
線
側
壁
改
良
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
百
二
十
六
万
円

　
　
　
　
　
㈱
瀬
口
組
　
中
津
支
店

公
共
下
水
道
事
業

昭
和
地
区
一
号
汚
水
幹
線
管
渠

　
　
　
　
（
第
一
工
区
）
築
造
工
事

　
　
　
　
一
億
一
千
五
百
五
十
万
円

　
　
　
　
㈱
竹
中
土
木
　
九
州
支
店

公
共
下
水
道
事
業

小
犬
丸
地
区
面
整
備
管
渠

（
第
一
工
区
）
築
造
工
事

　
　
　
　
　
五
千
四
百
七
万
五
千
円

　
　
　
　
　
㈱
福
田
組
　
九
州
支
店

工
事
入
札
結
果

　
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
既
に
一
括
納
付
さ
れ
ま
し
た
方
及
び

ま
だ
負
担
金
賦
課
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
方

に
つ
き
ま
し
て
は
納
入
の
必
要
は
、
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

十
月
は
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

第
二
期
分
の
納
期
で
す
！

京築地域食の文化祭出品募集京築地域食の文化祭出品募集
　農村地域の伝統的な日常食や行事食は、素材のもち味を生かして、いろいろに

調理・加工され、家族の健康と暮らしの安定を支えてきた食文化があります。ま

さに食の原点は家庭料理にあるのではないでしょうか。

　家庭料理を持ち寄って、日常の食について考え、また食の話に花を咲かせませんか。

（地元食材を１つ以上使ってください）

　なお、詳細は吉富町役場産業経済課に募集案内がありますのでご参照ください。皆様のご協力よろ

しくお願いします。

　日時：平成18年11月23日（木）祝日10：00～15：00　
　場所：サングレートみやこ及び勝山体育館（みやこ町役場横）

　応募方法：はがき、ＦＡＸにて直接応募先に申込みいただくか、産業経済課窓口にある募集用紙に記載し、
　　　　　　産業経済課に提出してください。
　応募先：福岡県行橋農林事務所農政課
　　　　　〈ハガキ〉〒024-0005　行橋市中央１－２－１　
　　　　　〈ＦＡＸ〉０９３０－２３－７８６１
　お問合わせ：福岡県行橋農林事務所農政課（電話：０９３０－２３－０３８３）

対象者 ・京築地域に在住又は勤務する方
・家庭料理（1人前以上）を当日9:30までに持ち込みできる方

料理のテーマ 地元食材を使って食卓に並んだことがあるもの・子どもが好きなもの
お孫さんに食べさせたい一品・お父さんのおつまみ　など。
（ごはん、おかず、梅干、お漬物、お菓子、果実酒など）
◆応募があったすべての料理レシピを冊子にし、後日出品者に配布いたします。�

募集団体数 制限なし

応募記載事項 ①氏名　②住所・電話番号　③料理名　④料理に関するエピソード
⑤材料　⑥作り方（分かる程度で）

募集締切 10月末日
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九
月
六
日
に
株
式
会
社
ハ
イ
ダ
イ

工
業
（
代
表
取
締
役
会
長
　
山
下
昭

雄
　
様
）
か
ら
、
吉
富
町
へ
一
千
万

円
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
同
社
は
昨
年
に
も
多
額
の

寄
附
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
寄
附
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
政

発
展
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

吉
富
小
学
校
二
年

　
ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
大
工

を
し
て
い
ま
す
。

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
い
ま
五
十
四

才
で
す
。
大
工
に
な
っ
て
三
十
三
年

間
も
た
つ
そ
う
で
す
。
長
く
大
工
の

し
ご
と
を
し
て
い
る
の
で
、
た
く
さ

ん
い
え
を
た
て
て
、
す
ご
い
と
思
い

ま
す
。

　
ぼ
く
が
一
年
生
の
と
き
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
が
、
ぼ
く
た
ち
の
い
え
を
た

て
て
く
れ
ま
し
た
。

　
お
う
ち
の
中
が
、
と
て
も
明
る
い

の
と
、
か
い
だ
ん
に
つ
け
て
く
れ
た

て
す
り
と
、
木
で
つ
く
っ
て
く
れ
た

ベ
ラ
ン
ダ
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
い
え
を
つ
く
っ
て
い
る
と
き
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
赤
え
ん
ぴ
つ
で
、

石
や
木
に
し
る
し
を
つ
け
て
い
ま
し

た
。
く
ぎ
を
う
つ
と
き
も
、
て
い
ね

い
に
う
っ
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
も
く

ぎ
う
ち
を
し
て
み
た
か
っ
た
け
ど
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
い
っ
し
ょ
う
け
ん

め
い
に
し
ご
と
を
し
て
い
た
か
ら
、

「
や
ら
せ
て
。
」
と
言
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
、
い
つ
も
は
、
ぼ
く
に

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
パ
ソ
コ
ン
の
ゲ

ー
ム
を
教
え
て
く
れ
る
、
や
さ
し
い

お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
す
。

　
ぼ
く
の
か
ぞ
く
は
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
が
つ
く
っ
て
く
れ
た
お
う
ち
が
、

と
て
も
す
き
で
す
。
こ
の
お
う
ち
を

た
て
て
く
れ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
こ

と
も
す
き
で
す
。
だ
か
ら
ぼ
く
の
お

う
ち
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
た
い
せ

つ
に
し
た
い
で
す
。

　
平
成
十
八
年
度
の
吉
富
町
敬
老
会

は
、
九
月
十
八
日
に
吉
富
フ
ォ
ー
ユ

ー
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
予
定

で
し
た
が
、
あ
い
に
く
の
台
風
十
三

号
の
影
響
で
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
十
八
日
に
会
場
の
皆
さ
ん
の
前
で

朗
読
す
る
予
定
で
し
た
吉
富
小
学
校

児
童
三
人
の
作
文
を
掲
載
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
の
敬
老
会
対
象
者
は

千
三
百
二
十
八
人
で
し
た
。

　
作
文
を
掲
載
し
た
小
学
校
児
童
三

人
の
皆
さ
ん
が
、
吉
富
町
寿
会
の
「
誕

生
日
会
」
で
、
作
文
を
朗
読
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

吉
富
町
寿
会
「
十
月
誕
生
日
会
」

　
会
場
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階

　
日
時
　
十
月
四
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
十
時
か
ら
開
会

　
※
児
童
三
人
の
作
文
朗
読
は
、
十

　
　
時
三
十
分
前
後
を
予
定
し
て
い

　
　
ま
す
。

お
知
ら
せ

ぼ
く
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん

梅
津
　
瑞
樹

わがまち・ふるさと
トピックス
わがまち・ふるさと
トピックス

寄
附
金
を
中
家
町
長
に
手
渡
す
山
下
会
長

▲

株式会社ハイダイ工業が町に寄附
ご寄附ありがとうございました

敬
老
の
日
お
め
で
と
う

敬
老
の
日
お
め
で
と
う

敬
老
の
日
お
め
で
と
う
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吉
富
小
学
校
四
年

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

け
い
ろ
う
の
日
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
い
つ
も
私
の
お

世
話
を
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

こ
の
前
、
私
が
か
ぜ
を
ひ
い
た
時
、

タ
オ
ル
を
ぬ
ら
し
て
ひ
や
し
て
く
れ

た
り
、
う
ど
ん
を
作
っ
て
く
れ
た
り

し
て
、
や
さ
し
く
か
ん
び
ょ
う
を
し

て
く
れ
ま
し
た
ね
。
お
か
げ
で
今
は
、

と
て
も
元
気
に
な
り
ま
し
た
。
で
も

私
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
具
合
が
悪

く
な
っ
た
時
に
、
「
大
じ
ょ
う
ぶ
。
」

と
し
か
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

時
に
、
「
あ
ー
、
で
き
る
事
を
た
く

さ
ん
し
て
あ
げ
た
い
な
ー
。
」
と
思

い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
今
度
具
合
が

悪
く
な
っ
た
ら
、
私
に
ま
か
せ
て
く

だ
さ
い
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
習
い
事

の
習
字
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て

下
さ
い
。

　
そ
し
て
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
は
、
今
も
元
気
で
畑
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
す
が
た
を
見

て
、
私
は
い
つ
も
「
す
ご
い
な
ー
。
」

と
思
っ
て
い
ま
す
。
畑
の
草
取
り
を

し
た
り
、
水
や
り
を
し
た
り
し
て
夏

の
暑
い
日
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た

ね
。
取
れ
た
て
の
新
鮮
な
野
菜
を
い

つ
も
お
い
し
く
食
べ
て
い
ま
す
。
お

じ
い
ち
ゃ
ん
が
心
を
こ
め
て
作
っ
た

野
菜
な
の
で
、
好
き
き
ら
い
せ
ず
、

吉
富
小
学
校
六
年

　
ぼ
く
に
と
っ
て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

と
て
も
大
切
な
存
在
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ぼ
く
は
、
四
才
ぐ
ら
い
の
時

に
母
を
亡
く
し
、
吉
富
に
ひ
っ
こ
し

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
、

き
ら
い
な
ピ
ー
マ
ン
も
残
さ
ず
食
べ

よ
う
と
思
い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

私
達
の
家
を
建
て
る
た
め
に
、
お
庭

に
あ
っ
た
畑
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
て

ご
め
ん
な
さ
い
。
で
も
私
は
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
達
の
す
ぐ
そ
ば
に
家
を
建

て
ら
れ
て
、
い
つ
も
会
え
る
の
で
う

れ
し
い
で
す
。

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

い
つ
ま
で
も
元
気
で
、
自
分
の
好
き

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
母
の
代
わ
り
を
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
す
い
じ
や
洗
た
く
な
ど
身
の
回
り

の
こ
と
や
、
そ
の
ほ
か
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
時
に
は
母
の
よ
う
に
、
時
に
は
祖

母
と
し
て
、
ぼ
く
に
か
か
わ
っ
て
く

れ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
ぼ
く
は
、
本

当
に
頼
り
に
し
て
い
ま
す
。

　
四
年
生
の
こ
ろ
、
部
屋
が
い
っ
ぱ

い
に
な
る
く
ら
い
友
達
を
よ
ん
で
、

楽
し
く
遊
ん
で
い
て
、
上
で
勉
強
し

て
い
た
姉
に
お
こ
ら
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
「
姉
に
悪
か
っ
た
な
あ
。
」
と
、

ぼ
く
が
し
ょ
ん
ぼ
り
し
て
い
る
と
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
「
気
に
し
な
さ

ん
な
。
」
と
は
げ
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
戦
争

の
体
験
や
、
お
じ
い
さ
ん
が
ど
ん
な

こ
と
を
し
て
い
た
か
話
し
て
く
れ
た

な
事
を
し
て
、
楽
し
く
す
ご
し
て
下

さ
い
。
私
も
勉
強
や
習
い
事
を
、
が

ん
ば
り
ま
す
。
そ
し
て
、
私
が
大
人

に
な
っ
た
ら
車
の
め
ん
き
ょ
を
取
っ

て
、
い
ろ
ん
な
所
に
連
れ
て
行
っ
て

あ
げ
ま
す
。
働
き
だ
し
た
ら
、
お
給

料
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
を
買
っ
て
あ
げ

ま
す
。
だ
か
ら
、
私
が
大
人
に
な
る

ま
で
元
気
で
長
生
き
し
て
下
さ
い
。

り
、
学
校
の
出
来
事
を
う
な
ず
い
て

聞
い
て
く
れ
た
り
と
、
本
当
に
や
さ

し
く
て
あ
た
た
か
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

で
す
。

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
ぼ
く
の
父
や
、

か
ず
あ
き
お
じ
さ
ん
、
し
げ
る
お
じ

さ
ん
を
生
み
、
ぼ
く
や
姉
を
母
の
代

わ
り
に
育
て
、
茶
道
や
コ
ー
ラ
ス
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
入
れ
る
お
茶
は

少
し
ほ
ろ
苦
い
け
ど
、
と
て
も
お
い

し
い
で
す
。
コ
ー
ラ
ス
で
も
、
す
き

と
お
る
よ
う
な
声
で
歌
っ
て
い
ま
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ぼ
く
や
姉
を
こ
こ

ま
で
育
て
て
く
れ
て
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
長
生
き
し
て
ほ
し
い

で
す
。
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て
ほ

し
い
で
す
。
ぼ
く
は
、
そ
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
を
し
っ
か
り
支
え
て
い
き
た

い
で
す
。

大
好
き
な

お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

下
田
　
知
佳

ぼ
く
の

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

髙
尾
　
周
平
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福
岡
県
連
盟
会
長
旗
・
第
二
回
福

岡
県
学
童
（
低
学
年
、
四
年
生
以
下
）

軟
式
野
球
大
会
が
、
八
月
二
十
六
～

二
十
八
日
の
三
日
間
、
雁
ノ
巣
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
内
の
少
年
野

球
場
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、
京
築

地
区
代
表
と
し
て
参
加
し
た
吉
富
少

年
野
球
ク
ラ
ブ
が
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

　
大
会
に
は
県
下
各
支
部
代
表
四
十

八
チ
ー
ム
が
参
加
。
吉
富
少
年
野
球

ク
ラ
ブ
は
、
決
勝
ま
で
の
六
試
合
を

部
員
十
三
名
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
全

員
野
球
で
、
初
出
場
な
が
ら
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
吉
富
ク
ラ
ブ
は
、
今
大
会

で
今
期
三
度
目
の
県
大
会
優
勝
と
な

り
ま
し
た
。

　
主
な
試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

《
準
々
決
勝
》

　
吉
富
　
６
‐
０
　
春
日
少
年
野
球

《
準
決
勝
》

　
吉
富
　
４
‐
２
　
宗
像
ブ
ル
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ャ
ー
ク
ス

《
決
　
勝
》

　
吉
富
　
５
‐
０
　
赤
間

　
　
　
　
　
　
　
　
パ
イ
レ
ー
ツ

　
来
年
度
、
低
学
年
の
大
会
に
対
応

す
る
た
め
、
一
～
三
年
生
の
部
員
を

募
集
し
ま
す
。

▼
連
絡
先

　
　
宇
佐
輝
人
　
２
３
・
２
８
７
３

　
　
本
田
勝
昭
　
２
３
・
５
６
４
１

　
島
田
虎
之
助
顕
彰
武
道
演
武
大
会

実
行
委
員
会
主
催
の
「
第
四
回
島
田

虎
之
助
顕
彰
少
年
剣
道
形
演
武
大
会
」

が
九
月
十
日(

日)

に
吉
富
町
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
幕
末
の
剣
豪
、
島
田
虎

之
助
を
顕
彰
し
た
も
の
で
豊
築
管
内

か
ら
百
十
名
、
五
十
五
組
の
小
・
中

学
生
が
参
加
。
居
合
道
錬
士
七
段
・

梅
津
常
敏
さ
ん(

幸
子
古)

に
よ
る
特

別
演
武
披
露
の
後
、
小
学
生
低
学
年

と
高
学
年
、
中
学
生
の
三
部
門
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
二
人
一
組
に
な
っ

て
木
刀
で
日
本
剣
道
形
を
披
露
し
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
競
い
ま
し

た
。
　
な
お
、
中
学
生
の
部
で
は
、
吉
富

中
学
校
剣
道
部
の
井
上
郁
弥
君
と
田

村
彰
啓
君
の
二
人
が
優
秀
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　
中
津
出
身
の
島
田
虎
之
助
は
、
幼

少
期
に
吉
富
町
の
天
仲
寺
山
で
剣
の

修
練
に
励
ん
だ
と
い
わ
れ
、
一
八
四

〇(

天
保
十
一)

年
に
江
戸
で
「
直
心

影
流
」
の
道
場
を
開
き
、
勝
海
舟
の

剣
の
師
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

部
員
を
募
集

吉
富
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

小
中
学
生
が
剣
の
技
を
競
う
！

第
四
回
島
田
虎
之
助
顕
彰

少
年
剣
道
形
演
武
大
会

第
四
回
島
田
虎
之
助
顕
彰

少
年
剣
道
形
演
武
大
会

吉富少年野球クラブが初優勝吉富少年野球クラブが初優勝吉富少年野球クラブが初優勝
第２回福岡県
学童（低学年）
軟式野球大会

▲低学年でも県大会で優勝した吉富クラブの選手たち

▲演武を披露する剣士たち

優
秀
賞
の
二
人
（
井
上
・
田
村
）

▲

��
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第28回吉富町文化祭第28回吉富町文化祭第28回吉富町文化祭
　第28回吉富町文化祭が、11月４日（土）、５日（日）の２日間にわたって開催

されます。

　吉富町文化協会員の活動の成果をぜひ、ご覧下さい。

　期間中は、作品展示のほか、食進会による団子汁の試食、茶の湯などもあ

ります。また、フォークダンスやフリーマーケット、囲碁、将棋の名人戦など

も行いますので、ぜひ、お立寄りください。

　《主　　催》　吉富町文化協会

　《会　　場》　吉富町体育館、吉富町武道館、吉富フォーユー会館、老人福祉センター

　《開催期間》　11月４日（土）…午前10時から午後５時

　　　　　　　11月５日（日）…午前９時30分から午後３時

　《作品の搬入・搬出》　搬入…11月３日（金・祝）午前10時から　　搬出…11月５日（日）午後３時から

　文化祭についてのお問い合わせは、吉富町教育委員会内　吉富町文化協会事務局（　２２－１９４４）

までどうぞ

※詳しくは、文化祭プログラムをご覧下さい。

●入場料 おとな 1,000円
こども　 500円（全席自由） （3歳以上小学生以下）
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秋の高山植物が咲きほこる平尾台を散策して、心も身体もリフレッシュを
してみませんか！？

■期　　日　　平成18年10月22日（日）
■目 的 地　　福岡県北九州市　平尾台自然公園
■内　　容　　□自然観察コース
　　　　　　　　山道をゆっくり散策しながら、自然観察などをするコースで
　　　　　　　　体力に自信のない方でも参加できます。
　　　　　　　　※自然観察指導員がガイドをおこないます。
　　　　　　　□健脚コース
　　　　　　　　マイペースで、フリーに登山をおこなうコースです。
■集　　合　　吉富フォーユー会館に8時30分までに集合　※現地まで貸切バスで行きます。
■参 加 費　　□大人（高校生以上）1,000円
　　　　　　　□子供（中学生以下）500円　※参加費は当日徴収します。
■準 備 物　　帽子、タオル、水筒(飲み物)、昼食弁当、雨具、保険証、運動靴または登山靴
■募集期間　　平成18年10月６日（金）～10月17日（火）
■申し込み　　吉富フォーユー会館窓口
　　　　　　　※定員40名になり次第、締め切ります。
　　　　　　　※応募の際は、参加希望コース名　をお申し出ください。
■そ の 他　　参加希望者が少数のときは、中止となる場合があります。

お問い合わせ：吉富町体育協会事務局（吉富フォーユー会館内）　　 22-1944

「バスハイキング」参加者募集「バスハイキング」参加者募集「バスハイキング」参加者募集

　京築林業推進協議会「地域材利用推進部会」の主催で、下記のとおり炭焼き・森林体験学習が開催されます。

【開　催　日】　平成18年11月３日（金・祝日）雨天決行

【場　　　　所】　ふれあいの家京築周辺現地及びふれあいの家京築玄関ホール

【参加予定人員】　30名（定員になり次第締め切り）

【体 験 内 容】　○炭焼き体験（ドラム缶を使った簡易方法…６時間で炭になります）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（炭は持ち帰りできます）

　　　　　　　　○孟宗竹を使ってご飯を炊いてみよう

　　　　　　　　○ネイチャークラフト…木の実や枝・竹を使って、動物や自然にあるものを作ってみよう

　　　　　　　　○ウォークラリー…森林インストラクターの説明を聞きながら、林の中を散策しましょう

　　　　　　　　　※お弁当は必要ありません

【集 合・解 散】　午前９時集合／午後３時解散

【申込み・問い合わせ】

　　　　　　　　大平森林組合（上毛町東下1512）　 ７２－２４７８　FAX　72－２４２６

【準備するもの】　水筒（各自の飲料水）、軍手、作業が出来る服装（けっこう汚れます）、

　　　　　　　　持ち帰り用の箱、

　　　　　　　　参加費500円（材料代、レクリエーション保険の費用として）

【集 合 場 所】　大平楽（上毛町下唐原１６２５）

炭焼き・森林体験学習が開催されます
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自分の体力がどれくらいあるか
　　　　　　　　　　測ってみませんか？
【測定項目】
　　・身長　　　　・体重　　・50ｍ走
　　・反復横跳　　・立幅跳　・握力
　　・ボール投げ　・開眼片足立ち
　　・20ｍシャトルラン�    

　※全国平均値などの資料を用意します。
　※体力に応じた項目を測定して下さい。

☆体力測定コーナー☆

　最後は、運動や健康についてのお勉強！
　マラソンの君原先生を講師に招いて｢ジョ
ギング講習会｣を行います。

★☆健康アップセミナー☆★

体力を測ったあとは�    
　レクリェーションスポーツで汗を流そう！�
【種　目】
　　・グラウンドゴルフ
　　・フライングディスク(フリスビー) 
　　・ストラックアウト(的当てゲーム)  
　　・スポーツ輪投げ�    
    
 ※簡単に楽しめるスポーツばかりなので、
　 お気軽にご参加下さい。景品もあるヨ!  

☆レクリェーションコーナー☆

・子どもから大人まで、誰でも参加できます｡
　下記申込先までお申し込み下さい。なお、
申し込まれていない方でも、当日は自由に
参加できますので、お気軽にご来場下さい｡

・参加費は無料です。

・運動靴(雨天時は室内用シューズ)、帽子、
運動のできる服装、タオル、飲み物などを
お持ち下さい。

・雨天時は、内容を変更する場合があります｡

★ お 知 ら せ ★

【テーマ】ジョギングで健康づくり
【講　師】君　原　健　二　氏
　　　 　 (メキシコ五輪銀メダリスト)
【内　容】運動と健康についてのお話や
　　　　　ジョギング・ウォーキングに
　　　　　ついての指導

平成18年10月8日（日）
8：30～12：30（受付8：00～）
会場：吉富漁港総合グラウンド

※雨天時：吉富小学校体育館

主催：吉富町体育協会

申込・お問い合わせ：吉富フォーユー会館内吉富町教育委員会 　22-1944
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福
岡
県
健
康
対
策
課

　
原
爆
被
爆
者
二
世
の
方
を
対
象
に

無
料
で
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

▼
最
寄
り
の
実
施
医
療
機
関
　
　
　

　
豊
前
築
上
医
師
会
成
人
病
検
診
セ

　
ン
タ
ー
（
豊
前
市
大
字
八
屋
１
５

　
２
２
‐
２
　
　
０
９
７
９
・
８
２
・

　
２
０
０
５
）

▼
実
施
期
日
　

　
平
成
18
年
10
月
２
日
（月）
～
平
成
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年
２
月
28
日
（水）
ま
で
の
期
間
の
月

　
曜
日
・
火
曜
日
の
み

▼
受
診
方
法

　
実
施
機
関
の
窓
口
に
二
世
健
診
受

　
　
　
　
北
九
州
労
働
福
祉
事
務
所

　
労
働
問
題
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
予
約
不
用
・
秘

密
厳
守
で
す
。

▼
日
時
・
場
所

　
診
の
旨
を
申
し
出
て
、
健
診
を
受

　
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間

　
午
前
８
時
40
分
～
９
時
30
分

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
県
庁
健
康
対
策
課
保
険
事
業
係

　
　
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
７
０

　
〇
10
月
20
日
（金）
15
時
～
20
時
　
北

　
　
九
州
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ

　
　
ー
「
ア
シ
ス
ト
21
」

　
〇
11
月
22
日
（水）
14
時
～
19
時
　
北

　
　
九
州
市
「
子
ど
も
の
館
」
（
コ

　
　
ム
シ
テ
ィ
７
階
）

▼
内
容
　
福
岡
県
労
働
福
祉
事
務
所

　
職
員
等
に
よ
る
助
言
・
弁
護
士
相

　
談
（
ア
シ
ス
ト
21
会
場
の
み
）

▼
主
催
　
福
岡
県
・
北
九
州
市

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
福
岡
県
北
九
州
労
働
福
祉
事
務
所

　
情
報
相
談
課

　
　
０
９
３
・
５
９
２
・
３
５
１
６

被
爆
者
二
世

健

康

診

断

働

く

人

の

な

ん

で

も

労

働

相

談

お知
らせ

休
日
相
談
医
案
内

休
日
相
談
医
案
内

休
日
相
談
医
案
内

月
・
日

地
　
区

病

医

院

名

月
・
日

地
　
区

病

医

院

名

豊
築
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー

　
　
　
８
２
・
８
８
２
０

内
科
・
小
児
科

　
　
（
９
時
～
翌
日
６
時
）

歯
　
科

　
　
（
９
時
～
17
時
30
分
）

日
曜
日

祝
　
日

豊
前
市

荒
　
堀

〃

植
　
野

田

中

医

院

〃

中
央
町

宮

本

整

形

外

科

10
・
15

古
博
多
町

米

光

医

院

〃

下
池
永

サ
ン
タ
マ
リ
ア
脳
神
経
外
科

10
・
9

久
路
土

豊

前

病

院

10
・
1

四
郎
丸

梶
原
内
科
泌
尿
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

10
・
22

中
殿
町

加

来

小

児

科

〃

上
宮
永

高

椋

ク

リ

ニ

ッ

ク

〃

中
央
町

田

縁

ク

リ

ニ

ッ

ク

〃

宮
　
夫

木

下

外

科

10
・
29

赤
　
熊

く
ろ
つ
ち
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

10
・
8

恒
　
富

清

田

整

形

外

科

医

院

〃

湯
　
屋

賀

来

内

科

循

環

器

科

〃

中
央
町

杉

原

内

科

消

化

器

科

〃

上
宮
永

内

尾

整

形

外

科

〃

宮
　
夫

か
わ
し
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク

フォーユー会館催し物ご案内
日付

10/22

催  し  物

窪田カラオケ教室
25周年記念発表会

時　間 入場料

日
《問い合わせ先》
窪田チカ子
　0979-25-0908
　0979-33-1454（店）

○開場/
　　9：30

○開演/
　　10：00

無 料

�

10/26

上毛組仏教婦人会連盟
結成50周年記念大会

木 《問い合わせ先》
教円寺　菅原正昭
　0979-83-2807

○開場/
　　13：00

○開演/
　　13：30

無 料

�

《第３回すがりコンサート》

　日時：10月７日（土）19：00～

　場所：上毛町旧東上小学校講堂

　内容：築上東Music-Lovers、地元中学生による吹　　

　　　　奏楽コンサート

《第１回上毛祭（こうげまつり）》

　日時：10月15日（日）13：00～

　場所：道の駅しんよしとみ横　大ノ瀬館衙遺跡

　内容：お田植え祭大集合、台車レース、神楽、花火大会

《みやこ町愛郷音楽祭》

　日時：10月21日（土）９：30～12：30

　場所：サン・グレートみやこ

　内容：東京芸術大学演奏、中学生・高校生ブラス

　　　　バンド演奏、合唱団コーラス

《シャンシャン祭ちくじょう》

　日時：10月21日（土）・22日（日）

　場所：築上町農業公園（アグリパーク）特設会場

　内容：神楽、キャラクターショー、バンド演奏、

　　　　餅まき（22日のフィナーレ）など

《第16回豊前市カラス天狗祭り》

　日時：10月28日（土）10：00～21：00

　　　　10月29日（日） ９：00～16：00

　場所：天地山公園

　内容：特産品販売、「ジャズ＆太鼓」演奏ほか

京築地区広報連絡協議会

京築地域のイベント情報
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●日　時　11月26日（日）午前８時～午後３時

●会　場　航空自衛隊築城基地

　※基地内の一般駐車場を設けませんので、ご来

場には公共交通機関（JR）をご利用ください。

当日は、基地最寄りの築城駅に普通列車が11

本、特急列車が２本増便されるのに加え全て

の特急が臨時停車します。なお、定員11名以

上の大型バスは駐車できます。

●問い合わせ先

　　航空自衛隊築城基地第８航空団司令部監理部

　　基地渉外室広報班

　　　０９３０－５６－１１５０（内線２０７）

築城基地航空祭のお知らせ

■日　時／10月22日(日)　 10：00～12：00

■会　場／中津コンピュータカレッジ

■内　容／学校紹介、入試説明、Ｑ＆Ａ、カレッジ祭参加

■対　象／高校生以上の入学希望者

■問合先／～国が設置し、自治体・産業界が支援する～
　　　　　中津コンピュータカレッジ（　22－1122）

中津コンピュータカレッジ
オープンキャンパス

◆対 象 者　吉富町在住の20歳以上の方
　　　　　　（以前受講した方についても申込みできます

が、定員を超す場合は初めて受講する方を優
先させていただきます。）

　　　　　　※ワープロ等の文字入力ができる方

《エクセル中級講座》

◆講座内容　表計算ソフトを使用して、データの加工等を
行う

◆開催日時　10月19日（木）・20日（金）
　　　　　　午後７時00分～午後９時00分
　　　　　　（1日2時間の2日間）

◆申し込み受付期間
　　　　　　10月３日（火）から10月13日（金）
　　　　　　午前８時30分から午後５時15分まで
　　　　　　　　　　　　　（ただし、土日祝日は除く）

《ワード中級講座》

◆講座内容　インターネットの基礎知識や電子メールの
送受信等

◆開催日時　10月26日（木）・27日（金）
　　　　　　午後７時00分～午後９時00分
　　　　　　（1日2時間の2日間）

◆申し込み受付期間
　　　　　　10月３日（火）から10月20日（金）
　　　　　　午前８時30分から午後５時まで
　　　　　　　　　　　　　（ただし、土日祝日は除く）

パソコンに触れてみよう! 
生涯学習講座「パソコン教室」
の受講生を募集します

◆場　　所　吉富フォーユー会館　３階　パソコン教室

◆定　　員　各講座20名
　　　　　　（先着順とします。最小催行人数５名）

◆受 講 料　無料（ただし、テキスト代として200円必要と
なります。）

◆申し込み　吉富町教育委員会（吉富フォーユー会館内）
　　　　　　吉富フォーユー会館窓口にてお申し込みく

ださい。都合で申し込みに来られない方は、
電話受付をいたします。

◆問い合わせ　吉富町教育委員会
　　　　　　　　22‐1944または 　23‐5006

 次のとおり料理教室を開催します。今回もパスタな
どのイタリア料理をつくります。
皆さんのご参加をお待ちしています。

◆主　　催　　吉富町教育委員会

◆開催日時　　10月26日(木)
　　　　　　　10時00分～12時00分

◆メニュー　　①シーフードのスパゲティー・
　　　　　　　　クリームソース
　　　　　　　②ポテトニョッキのピザ風
　　　　　　　③メランジェサラダ

◆場　　所　　吉富フォーユー会館　１階　調理室

◆講　　師　　冨永泰彦 先生
　　　　　　　　　　　(レストラン「フォレスト」)

◆対　　象　　町内在住で18歳以上の方。ただし、　
　　　　　　学生は除く。

◆募集人員　　24名
　　　　　　　（先着順とします　最小催行人数10名）

◆持参するもの
　　　　　　　①参加費　500円（当日徴収します）
　　　　　　　②エプロン
　　　　　　　③筆記用具

◆受付期間　　10月5日（木）から10月19日（木）　　
　　　　　　午前8時30分から午後5時15分まで
　　　　　　　（ただし、土日祝日は除く）

◆申込先および問い合せ先
　　　　　　　吉富町教育委員会
　　　　　　　　　　　　（吉富フォーユー会館内）
　　　　　　　　２２－１９４４　または
　　　　　　　　２３－５００６

料理教室のお知らせ
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光
淡
く
差
し
庭

の
草
生
に
こ
ほ
ろ
ぎ
の
鳴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原
ト
シ
ヱ

短
歌
を
詠
み
絵
画
親
し
む
夫
婦
な
り

き
残
し
残
さ
れ
し
運
命
あ
わ
れ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
　
紀
子

急
死
せ
る
歌
友
の
柩
に
白
菊
を
一
輪

手
折
り
て
頬
の
辺
に
置
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
ト
ヨ
子

靖
国
に
心
を
馳
す
る
終
戦
の
日
夫
の

面
影
瞼
に
う
か
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
鶴
子

メ
モ
せ
む
と
ペ
ン
を
握
れ
ど
要
点
の

定
ま
り
か
ね
て
ま
た
ペ
ン
を
置
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
延
子

窓
あ
け
て
子
等
の
乗
り
た
る
電
車
の

音
聞
き
つ
つ
祈
る
帰
り
の
無
事
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
澤
　
忠
義

虫
す
だ
く
夜
半
の
目
覚
め
に
も
の
想

ふ
時
の
流
れ
て
古
稀
過
ぎ
む
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
崎
　
則
子

デ
イ
ケ
ア
に
週
四
回
も
通
ひ
つ
め
年

は
老
い
て
も
笑
顔
の
絶
え
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
林
壽
美
子

パ
ソ
コ
ン
に
歌
稿
と
と
の
へ
て
く
れ

た
り
き
君
亡
き
九
月
歌
会
近
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
田
　
正
子

電
器
釜
に
ま
で
指
図
さ
れ
ず
と
抗
ひ

し
が
ご
飯
解
せ
と
こ
ゑ
を
発
し
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
畑
フ
サ
子

八
面
山
を
車
の
中
よ
り
見
返
れ
ば
何

処
も
同
じ
姿
を
な
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
　
洋
子

張
る
真
綿
の
一
角
は
づ
れ
し
如
く
に

も
俄
に
晴
れ
ぬ
Ｃ
Ｔ
の
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
野
　
朝
香

梅
雨
明
け
に
草
刈
機
出
だ
し
力
こ
め

て
エ
ン
ジ
ン
か
け
ぬ
　
ひ
び
け
夏
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
多
恵
子

さ
な
ぎ
よ
り
出
で
し
ば
か
り
の
蝶
な

ら
む
吾
に
気
付
き
し
か
飛
ぶ
ご
と
落

ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
稔
江

病
み
長
き
老
い
吾
が
背
丈
縮
み
ゐ
て

髪
、
爪
、
哀
し
延
び
る
早
し
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
真
理
子

点
滴
を
二
本
付
け
た
る
瑞
貴
の
バ
ギ

ー
青
き
マ
ス
コ
ッ
ト
の
カ
エ
ル
も
揺

る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
渡
　
築
川

提
げ
難
き
土
産
の
箱
を
横
抱
き
に
持

ち
替
え
て
我
家
路
に
急
ぐ

か
ち
わ
り
を
口
に
含
み
て
甲
子
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
　
収

熊
蝉
に
朝
の
静
け
さ
破
ら
れ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
猫
田
加
代
子

こ
の
町
に
生
き
て
傘
寿
や
忍
ぶ
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
谷
　
清
子

山
門
の
外
は
濁
世
の
残
暑
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
家
ト
シ
子

も
の
の
陰
く
っ
き
り
と
し
て
今
朝
の

秋　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
千
代
子

二
つ
三
つ
風
に
揺
ら
ぎ
て
萩
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
頭
ミ
キ
子

湧
水
の
光
り
涼
風
生
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
美
津
子

病
葉
の
散
る
音
軽
し
夏
の
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
て
る
代

夏
の
旅
太
古
を
偲
ぶ
博
物
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
ハ
ナ
ヱ

水
琴
窟
月
の
な
が
れ
を
刻
み
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
石
キ
ヌ
ヱ

十
八
の
春
の
恋
文
セ
ピ
ア
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
く
み
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
典
男

来
る
年
は
大
空
か
け
る
鯉
の
群
れ

名
月
を
肴
に
今
宵
の
酒
う
ま
し

年
金
の
暮
ら
し
狂
わ
す
の
し
袋

松
茸
を
口
に
入
れ
た
で
夢
が
冷
め

カ
ラ
オ
ケ
と
囲
碁
で
満
足
敬
老
日

　
鯉
の
群
れ
…
悠
仁
様
誕
生
に
あ
や

　
　
　
　
　
　
か
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
渡
築
川

肩
揉
ん
で
頭
も
揉
ん
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

思
い
出
の
一
つ
に
夏
の
遠
花
火

こ
の
残
暑
冷
た
い
ビ
ー
ル
に
労
わ
ら
れ

シ
ョ
パ
ン
聴
く
雨
の
休
み
の
小
半
日

つ
ま
ず
い
て
石
か
ら
老
い
を
知
ら
さ

れ
る

か
げ

ふ

う
　
た

と
　
も

つ
ま

ま
ぶ
た

ふ
た
り

さ
だ
め

か
　
　
ま

わ
く
ら
ば

す
い
き
ん
く
つ

ほ
ぐ

吉

富

文

芸

吉

富

文

芸
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■日　　時　10月15日（日）
　　　　　　第1回目　開場/10:00　開演/10:30～12:00
　　　　　　第2回目　開場/13:30　開演/14:00～15:30
　　　　 　（定員数　各100名）

■場　　所　もみじ学舎（豊前市大字上川底858番地）

■入 場 料　入場整理券　1枚300円

　　　　　　《お求め先》
　　　　　　　豊前温泉 天狗の湯内 情報センター
          　　　　　0979－82－1094
　　　　　　　（10:00～22:00、第3火曜日定休日）

■問合せ先　九州電力㈱行橋営業所　営業グループ
　　　　　　　0120－986－103

最近、九州電力の社員･調査員を装った「調査･点検･工事等」
の詐欺事件が発生しています。ご注意ください！

～九州交響楽団メンバーによる弦楽四重奏～

『森の小さな音楽会』開催のご案内
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【
お
誕
生
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で
と
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ち
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ち
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富
町
寿
会
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合
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へ
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若
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熊
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広
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（
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猪
ノ
元
和
子
様
　
（
喜
連
島
下
）

　
　
　
（
９
月
13
日
受
付
分
ま
で
）

慶
　
　
　
弔

香
典
返
し
お
礼

あ
や 
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く

こ
う 

き

ゆ
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と

せ
い 

ら

ひ
な
た

ま 

ひ
ろ

な
つ 

き◆特別遺族給付金とは…？

　中皮種や肺がんなどの石綿ばく

露を原因とする疾病は、石綿ばく

露から疾病の発症までの潜伏期間

が非常に長期にわたるものです。

このため、労働者に発症したこれ

らの疾病について、業務により石

綿にばく露したことと当該疾病と

の関連性に、これまで医師も労働

者本人も気づきにくいといった特

質がありました。この結果、労働

者災害補償保険法に基づく労災保

険給付を請求する機会を逸し、時

効により所定の労災保険給付を受

ける権利を失っている方が存在し

ている状況にあります。

　このような状況にかんがみ、本

年3月に施行されました「石綿によ

る健康被害の救済に関する法律」

により、石綿ばく露を原因とする

疾病により死亡した労働者のご遺

族で労災保険法の遺族補償給付を

受ける権利が時効により消滅した

方に対しまして、特別遺族給付金

が支給されることとなりました。

　制度の詳細な内容等につきまし

ては、最寄りの都道府県労働局又

は労働基準監督署までお問い合わ

せください。

特別遺族給付金の請求
についてお知らせ

　この講座は、県政の課題など、ご希望のテーマについて県職員が皆さまの元へお伺
いし、わかりやすくご説明するものです。バラエティ豊かな124のテーマを用意し、皆
さまのお申し込みをお待ちしています。いろいろな機会にご活用ください。

《申込方法》
　テーマメニューの中から、ご希望のテーマを選び、申込要領に従って希望日の1ヵ
月前までにお申し込みください。テーマメニューと申込要領は、県庁総合案内、県
民情報センター、各総合庁舎、市町村役場などに置いています。ご連絡いただけれ
ばファクス又は郵送でお送りします。県のホームページ
（http://www.pref.fukuoka.lg.jp/）からダウンロードすることもできます。
※おおむね20人以上の勉強会や地域での集会などでご利用ください。
　　営利・宗教・政治活動を目的とするものおよび苦情・陳情を目的とするものは
　除きます。

《申し込み・問い合わせ》県民情報広報課広聴係　　092・643・3103

お伺いします！ふくおか県政出前講座お伺いします！ふくおか県政出前講座
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　「ポリオ」は、別名「小児マヒ」とも呼ばれ、生命をとりとめ
てもウイルスが脊髄に達して手や足にマヒが残るという恐
ろしい病気です。�    
　しかし、ワクチン投与によって大部分を防ぐことができ
ます。 

◎日　時　10月11日（水）　14時～14時30分�

◎場　所　吉富あいあいセンター�       

◎該当児　1回目…平成18年1月1日～7月10日生まれ

　　　　　2回目…平成17年7月1日～12月31日生まれ

★生後90ヵ月までは投与を受けられます。�   
★１回目と２回目の間が離れていても、必ず２回飲みまし
　ょう。�   
★母子手帳・予診票を持参してください。�   
★下痢をしていたら、受けられません。

※総合健診の日程は
　6ページをご覧ください

◎ポリオ生ワクチン投与のお知らせ◎◎ポリオ生ワクチン投与のお知らせ◎

　これから寒さを迎えると抵抗力がおち、空気の乾燥など
でインフルエンザの流行期がやってきます。
　インフルエンザの予防として予防接種が有効です。　吉
富町では、下記のとおり、インフルエンザ予防接種を実施し
ますのでお知らせします。

◎接種対象者　①吉富町に居住している満65歳以上の方（今
年満65歳になる方は誕生日以降でないと
対象ではありません。）

　　　　　　　②町内に居住している満60歳から満64歳の
方で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の障害が
ある方（身体障害者手帳１級程度）または、
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能
の障害がある方�      

　　　　　　　※②に該当する方は、身体障害者手帳の写
しまたは、医師の診断書を添付して下さい。
�      

◎実施期間　　平成18年10月16日（月）～12月末
　　　　　　　吉富あいあいセンター
◎実施場所　　町内各病医院
　　　　　　　※接種日・時間については各病医院におた

ずねください。
◎接種回数　　1人につき1回
◎料　　金　　個人負担はありません。（金額町負担）

※ただし都合による、町内各病医院以外で接種を希望され
　る方は、あいあいセンターにご相談ください。

《問い合わせ先》　吉富あいあいセンター　 ２３－９９０

インフルエンザ予防接種
のお知らせ

インフルエンザ予防接種
のお知らせ

インフルエンザ予防接種
のお知らせ


